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１ 調査の目的

東京の大気中からは、長期間の曝露で健康への影響が懸念される多種多様な有害化学物質が検

出されている。

本調査は、大気汚染防止法第 条の 第１項及び第 条第１項並びにダイオキシン類対策特別

措置法第 条第１項の規定に基づき、東京都内における有害大気汚染物質について、優先取組物

質を中心に大気環境の状況を把握・評価し、大気汚染防止対策の推進に資することを目的とする｡

２ 調査の概要

調査内容の一覧を表 に示す。

ベンゼン等 物質

令和５ 年度は、ベンゼン等 物質 について、｢令和５年度東京都内における有害大気汚

染物質測定計画｣に基づき、都内の大気汚染常時監視測定局等 地点（うち２地点は自動車排出ガ

ス測定局（自排局））で、月１回調査を行った（表 ）。

： 物質は、優先取組物質並びに キシレン、 キシレン、エチルベンゼン、スチレン、

ジクロロエタン、四塩化炭素及び水銀である。なお、 キシレンは、 キシレン及び キ

シレンを示しているが、これらを別々に分析することは難しく両者の合計値しか得ることが

できないため、１物質として取り扱う。

（令和元）年度から、八王子市を除く測定局等において、六価クロム及びその化合物に

ついても調査を行うこととした。

ダイオキシン類

令和５ 年度は、都内の大気汚染常時監視測定局 地点を含む計 地点で、年４回調査を

行った（表 ）。

３ 調査地点

調査地点の立地状況等の概要を表 に、配置を図 に示す。

調査は、一般環境大気測定局（一般局）、自排局等の大気汚染常時監視測定局で実施した。ただ

し、４地点（大田区羽田、葛飾区鎌倉、立川市錦町及び清瀬市下宿）は、大気汚染常時監視測定

局以外で実施した。また、八王子市片倉町局及び大楽寺町局の２地点は、八王子市が調査を実施

した。

目黒区碑文谷局での調査は、世田谷区役所建替工事の影響を考慮し、 令和３ 年４月から、

世田谷区世田谷局の代替地として実施している。目黒区碑文谷局は、同局から約 南東に位置

し、調査の継続性は保たれている。

大田区羽田（羽田地域力推進センター）での調査は、 令和５ 年４月から、大田区東糀谷

局の代替地点として実施している。同局が、塗装工事に伴い、 令和５ 年７月３日から休止

となったためである。羽田地域力推進センターは、同局から約 南に位置し、調査の継続性は

保たれている。
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４ 調査方法

調査方法は表 のとおりである。

ダイオキシン類を除く有害大気汚染物質については、「大気汚染防止法第 条の規定に基づく大

気の汚染の状況の常時監視に関する事務の処理基準について（環境省：平成 年５月 日環管大

第 号、環管自第 号）」に準拠するとともに、「有害大気汚染物質等測定方法マニュアル（環境

省水・大気環境局環境管理課：平成 年３月）」に従って、 時間連続で試料採取を行い、測定し

た。

表 調査方法

区分 調査項目 採取・分析法

優

先

取

組

物

質

揮発性有機化合物

ベンゼン
トリクロロエチレン
テトラクロロエチレン
ジクロロメタン
アクリロニトリル
塩化ビニルモノマー
クロロホルム

ジクロロエタン
ブタジエン

トルエン
塩化メチル

キャニスタ捕集
ガスクロマトグラフ質量分析法

酸化エチレン
固相反応捕集
ガスクロマトグラフ質量分析法

アルデヒド類
アセトアルデヒド
ホルムアルデヒド

捕集管捕集
高速液体クロマトグラフ法

多環芳香族

炭化水素
ベンゾ ピレン

ハイボリウムエアサンプラ捕集
高速液体クロマトグラフ法

重金属類

ニッケル化合物
ベリリウム及びその化合物
マンガン及びその化合物
クロム及びその化合物
ヒ素及びその化合物

ハイボリウムエアサンプラ捕集
誘導結合プラズマ質量分析法

六価クロム化合物
アルカリ含浸フィルタ捕集
イオンクロマトグラフ ポスト
カラム吸光光度法 ※

ダイオキシン類
ﾎﾟﾘ塩化ｼﾞﾍﾞﾝｿﾞ ﾊﾟﾗ ｼﾞｵｷｼﾝ
ﾎﾟﾘ塩化ｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ
ｺﾌﾟﾗﾅｰﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ

ハイボリウムエアサンプラ捕集
ガスクロマトグラフ質量分析法

上

記

以

外

揮発性有機化合物

キシレン
キシレン

エチルベンゼン
スチレン

ジクロロエタン
四塩化炭素

キャニスタ捕集
ガスクロマトグラフ質量分析法

重金属類 水銀及びその化合物
金アマルガム捕集
加熱気化冷原子吸光法

※六価クロム化合物の測定方法としては、有害大気汚染物質等測定方法マニュアル（環境省水・大気環境局環境管理課：平成 年３月）に追加された

が、現時点における最新の科学的知見に基づき示されたため、他物質の測定方法と比して大きな誤差を含み得ることに留意が必要である。
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② 塩化ビニルモノマー

一般環境及び沿道の年平均濃度は、検出下限値（ μ ）未満（八王子市片倉町外

３地点）から μ （亀戸）までの範囲にあり、全ての地点で指針値（ μ ）を

大幅に下回っていた。

近年の年平均濃度の経年変化は、検出下限値から定量下限値付近の極めて低い濃度で推

移している。

③ 水銀及びその化合物

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 （江戸川区春江町）から （小

金井市東町）までの範囲にあり、全ての地点で指針値（ （ μ ））を大幅

に下回っていた。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

④ ニッケル化合物

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 （八王子市大学寺町及び東大和市奈良橋）

から （大田区羽田）までの範囲にあり、全ての地点で指針値（ ）を下回

っていた。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

⑤ クロロホルム

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （八王子市大楽寺町）から μ （小

金井市東町）までの範囲にあり、全ての地点で指針値（ μ ）を大幅に下回っていた。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

⑥ ジクロロエタン

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （八王子市大楽寺町）から μ （大

田区羽田及び江戸川区春江町）までの範囲にあり、全ての地点で指針値（ μ ）を下

回っていた。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

⑦ ブタジエン

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （八王子市片倉町及び八王子市大楽寺町）

から μ （大田区羽田）までの範囲にあり、全ての地点で指針値（ μ ）を下

回っていた。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

⑧ ヒ素及びその化合物

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 （練馬区石神井町）から （目

黒区碑文谷）までの範囲にあり、全ての地点で指針値（ ）を下回っていた。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。
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⑨ マンガン及びその化合物

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 （八王子市大楽寺町）から （大田

区羽田）までの範囲にあり、全ての地点で指針値（ （ μ ））を下回っ

ていた。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

⑩ 塩化メチル（クロロメタン）

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （小金井市東町）から μ （八王子

市片倉町）までの範囲にあり、全ての地点で指針値（ μ ）を大幅に下回っていた。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

⑪ アセトアルデヒド

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （八王子市片倉町外２か所）から μ

（国設東京新宿）までの範囲にあり、全ての地点で指針値（ μ ）を大幅に下回って

いた。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

環境基準及び指針値が未設定の物質

① ホルムアルデヒド

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （江戸川区春江町及び東大和市奈良橋）か

ら μ （国設東京新宿）までの範囲にあった。なお、バックグラウンド（檜原局）を

含む全ての地点で、米国環境保護庁が設定した値（ μ 、表 下欄参照）を上回っ

ていた。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

② 酸化エチレン

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （八王子市大楽寺町）から μ

（大田区羽田）までの範囲にあった。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

③ ベンゾ ピレン

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 （練馬区石神井町）から （大田

区羽田）までの範囲にあった。いくつかの地点で 欧州地域事務局が設定したガイドライ

ン値（ ）を上回っていた。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

④ トルエン

中央環境審議会の「今後の有害大気汚染物質対策のあり方について（第九次答申）」を受

け、 平成 年度より優先取組物質に指定された物質であるが、都では 平成

年度から調査を行っている。

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （八王子市大楽寺町）から （足立区

西新井）までの範囲にあった。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

⑤ ベリリウム及びその化合物

一般環境及び沿道の年平均濃度は、全ての地点で検出下限値（ ）未満であっ

た。米国環境保護庁等が設定した値（ ）と比較して非常に低く、この傾向は継続し

ている。

⑥ クロム及びその化合物

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 （八王子市大楽寺町）から （大田区

東羽田）までの範囲にあった。

年平均濃度の経年変化は、増減がみられたが、ほぼ横ばいであった。

⑦ 六価クロム化合物

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 （目黒区碑文谷外３か所）から

（板橋区氷川町及び足立区西新井）までの範囲にあった。

年平均濃度の経年変化は、増減がみられたが、ほぼ横ばいであった。

⑧ キシレン

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （八王子市大楽寺町）から μ （大

田区羽田及び足立区西新井）までの範囲にあった。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

⑨ エチルベンゼン

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （八王子市大楽寺町）から μ （大

田区羽田及び足立区西新井）までの範囲にあった。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

⑩ スチレン

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （八王子市大楽寺町）から μ （大

田区東羽田外２か所）までの範囲にあった。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

⑪ 四塩化炭素

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （八王子市片倉町）から μ （板橋

区氷川町）までの範囲にあった。

年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。オゾン層破壊の

原因物質のため、 平成８ 年に原則として製造が禁止され、使用も制限されているも

のの、大気中での寿命が長いことが原因である。
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⑨ マンガン及びその化合物
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（国設東京新宿）までの範囲にあり、全ての地点で指針値（ μ ）を大幅に下回って

いた。
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環境基準及び指針値が未設定の物質
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ら μ （国設東京新宿）までの範囲にあった。なお、バックグラウンド（檜原局）を

含む全ての地点で、米国環境保護庁が設定した値（ μ 、表 下欄参照）を上回っ
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区羽田）までの範囲にあった。いくつかの地点で 欧州地域事務局が設定したガイドライ

ン値（ ）を上回っていた。
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中央環境審議会の「今後の有害大気汚染物質対策のあり方について（第九次答申）」を受

け、 平成 年度より優先取組物質に指定された物質であるが、都では 平成

年度から調査を行っている。

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （八王子市大楽寺町）から （足立区

西新井）までの範囲にあった。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。
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（板橋区氷川町及び足立区西新井）までの範囲にあった。
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⑧ キシレン

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （八王子市大楽寺町）から μ （大

田区羽田及び足立区西新井）までの範囲にあった。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

⑨ エチルベンゼン

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （八王子市大楽寺町）から μ （大

田区羽田及び足立区西新井）までの範囲にあった。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

⑩ スチレン

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （八王子市大楽寺町）から μ （大

田区東羽田外２か所）までの範囲にあった。

近年の年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。

⑪ 四塩化炭素

一般環境及び沿道の年平均濃度は、 μ （八王子市片倉町）から μ （板橋

区氷川町）までの範囲にあった。

年平均濃度の経年変化は、一般環境及び沿道で、ほぼ横ばいであった。オゾン層破壊の

原因物質のため、 平成８ 年に原則として製造が禁止され、使用も制限されているも

のの、大気中での寿命が長いことが原因である。
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⑫ ジクロロエタン

一般環境及び沿道の年平均濃度は、全ての地点で検出下限値（ μ ）未満であっ

た。過去の測定でも検出下限値未満が続いている。

地点別濃度比較 （表 〜 ： 〜 ページ、図 〜 ： 〜 ページ、表 ：

ページ、第Ⅱ編 資料 ： ページ）

① 各地点と一般環境平均値との比較

各地点の年平均値を一般環境の年平均値と比較したところ、高濃度（前者が後者の２倍以

上）を示した物質（及び地点）は、トリクロロエチレン（大田区羽田及び亀戸）、テトラクロ

ロエチレン（足立区西新井）、ジクロロメタン（中央区晴海）、アクリロニトリル（大田区羽

田）、塩化ビニルモノマー（大田区羽田、江戸川区春江町及び亀戸）、 ブタジエン（大田

区羽田）、ベンゾ ピレン（大田区羽田及び亀戸）、ニッケル化合物（大田区羽田）、クロム

及びその化合物（大田区羽田）並びに水銀及びその化合物（小金井市東町）であった。

② 区部一般環境とバックグラウンドとの比較

区部一般環境とバックグラウンドである檜原局の年平均濃度を、主な物質について比較し

てみると、ベンゼン 倍（前年度 倍）、トリクロロエチレン 倍（前年度 倍）、テト

ラクロロエチレン 倍（前年度 倍）、ジクロロメタン 倍（前年度 倍）、トルエン

倍（前年度 倍）、キシレン 倍（前年度 倍）となった。

（令和５）年度は区部一般環境とバックグラウンドの年平均濃度の差は前年と比較し

て増減がみられたが、経年報 図より、長期的には差は小さくなりつつあることがわかる。

③ 地点別の主な揮発性有機化合物の相関関係

各地点におけるベンゼン等ＶＯＣ６物質の濃度の単相関表を、表 ページ に示す。国

設東京新宿、目黒区碑文谷は、ＶＯＣ６物質についていずれも相関が高かった。

例年に比べると国設東京新宿のＶＯＣ６物質の相関が高かった。今までとは傾向が違うの

で周囲の状況に何らかの変化があった可能性が高いが、原因は不明である。今後も継続して

いくのかは現時点では不明であり、経過を注視していく必要がある。なお、目黒区碑文谷は

代替地である世田谷区世田谷と同傾向であった。
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（令和５）年度は区部一般環境とバックグラウンドの年平均濃度の差は前年と比較し
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　表6-2　ダイオキシン類排出量（推計値）の推移

1998 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

平成 平成28 平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４

10 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 排出量
（注4）

(g-TEQ

/年)

62 1.1 1.1 0.91 0.84 0.86 0.73 0.81 0.83 100.0

62 0.71 0.68 0.50 0.49 0.48 0.36 0.38 0.44 53.0

一般廃棄物焼却炉 40 0.34 0.28 0.18 0.17 0.18 0.10 0.11 0.19 22.9

産業廃棄物焼却炉 9.9 0.10 0.16 0.10 0.10 0.08 0.08 0.12 0.08 9.6

小型廃棄物焼却炉等
（注 13 0.27 0.24 0.22 0.22 0.22 0.18 0.15 0.16 19.3

0.28 0.06 0.08 0.08 0.01 0.03 0.02 0.08 0.02 2.4

― 0.28 0.29 0.28 0.29 0.30 0.30 0.30 0.32 38.6

― 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 6.0

― 0 0 0 0.01 0.01 0.01 0.01 0 0.0

― 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0

― 0.00 0.00 0.00 0.01 0.01 0.01 0.01 0.00 0.0

62 1.1 1.1 0.93 0.85 0.87 0.74 0.82 0.83 100.0

（注1）　施設規模が200ｋｇ/ｈ未満の焼却炉（自家用を含む。）及びし尿処理施設汚泥処理炉等
（注2）　廃棄物焼却炉関連施設、下水道終末処理施設を有する事業場について、当該施設を含む事業場全体からの排出量
（注3）　数字の丸め方により、各項目を合算しても合計と合わない場合がある。
（注4）　令和５年12月現在の集計値。過去の集計値も確定値に修正した。

廃棄物焼却炉関連施設

下水道終末処理施設

合　　計
（注３）

大気への排出量

廃棄物焼却炉

製鋼用電気炉

火葬場

自動車排ガス

（参考）水域への排出量
(注2）

年度 2023
（令和５）年度

排出量
（注4）

構成比
(%）

62

28

17

6.5

2.9 3.5
2.3 2.8 2.4 2.3 2.1 1.9 2.0 2.0 1.4 1.2 1.3 1.1 1.1 0.91 0.84 0.86 0.73

0.81 0.83

0.36 

0.26 

0.20 

0.19 

0.12 

0.067 
0.077 

0.060 
0.057 

0.049 

0.040 
0.039 0.037 

0.030 
0.032 0.024 0.024 

0.019 0.016 0.018 0.019 0.017 0.015 
0.015 

0.013 0.012 

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

0.40

0
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20
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70

80

H10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R01 02 03 04 05

大
気
環
境
濃
度

大
気
へ
の
排
出
量

その他（大気）

小型廃棄物焼却炉

産業廃棄物焼却炉

一般廃棄物焼却炉

環境濃度（平均値）

(g-TEQ/年)
(pg-TEQ/m3)

施行前 ダイオキシン類対策特別措置法 施行後

大気環境濃度（年間平均値）

大気環境基準：
0.6pg-TEQ/m3（年間平均）

（平成12年1月15日から適用）

排出量

年度図6-１ ダイオキシン類の大気への排出量及び大気環境濃度の推移

注1）大気環境濃度平均は、当該年度に調査している地点の年平均濃度

注2）平成10年の推計排出量は、大気基準適用施設のみの合計
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